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アタ語新約聖書 (創世記・ヨナ書付)の前売り券を購入した人々 (写真提供 」udy Wada)

南太平洋赤道直下、パプアニュー

ギニアの西ニューブリテン州にあるワ
シラオ村にアタ語を話す人々が生活
していますc人 口約2,000人の小さな
民族です。焼き畑農業を中心として、

狩猟をしながら生活をしています。密

林に覆われ、車が通れるような道は

ほとんどありません。

私達宣教師は、ウカルン/N・・セン

ターからセスナ機に乗つて空路を移

動し、まずホスキンスの空港に着きま

す。この飛行場は、第 2次世界大戦
の時に日本軍がパプアニューギニァ

の人々に作らせた滑走路です。そこ

からキンベの町に出て、さらに車で2

時間半行くとワシラオ村に着きます。
この道は、以前日本の大きな材木会

社が使用していた道です。

1983年に、前橋キ |リスト教会から
聖書翻訳宣教師として派遣された橋
本一雄 .千代子宣教師夫妻が、198
4年にアタ語聖書翻訳プロジェクトを
開始しました。彼らは、二人の幼い子

供を連れて、ワシラオ村に住み始め

ましたcアタ語には、書き言葉がありま
せんでした。橋本宣教師夫妻は、アタ

語の音韻、文法を研究し、アタ語のア
ルファベットを制定しました。1988年
に「創世記」が完成しました。

財 ボW薦‐爺聰 饉

世記・ヨナ書

私は、1994年に、識字五亀溢Ωf季 (雫言
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教育の分野で働くためにパプアニュー :しました。
ギニアに派遣され、このアタ語聖書 fll

訳プロジェクトに加わりました。その

後、アタ語の聖書翻訳の大黒柱で

あつた橋本一雄宣教師が1997年に
突然召され、天の御国に帰りました。
その時、この聖書 541訳の働きは中断
されると思われました。けれども、この

働きを始められた主ご自身が、働き

を進められ成し遂げてくださいました。

lll訳 協力者であった、ルパシ兄、
ウェンガ兄、ウツシア兄、モリア兄達が

翻訳の働きを続け、橋本千代子宣教

師も、パプアニュニギニァでのアタ語
の働きを続けました。私 自身も識字

教育から聖書翻訳の働きに転向し、

千代子宣教師と共に働きました。また

多くの日本の教会の皆様が祈りをもっ

て支え続けてくださいました。昨年20
09年には、アタ語の創世記、ヨナ書
に加えて、新約聖書の全ての311訳が

完成し、2010年 、韓国の印刷所で

今、アタの人々は、アタ語の聖書を

自分の手にすることを心待ちにしてい

ます。私達の目には理解が難しい時
にも主は共にいてくださり、嘆きを喜び
に変えて、新約聖書の完成まで導い

てくださいました。倉」世記がアタ語に

翻訳された時に、アタの人々は歌を

作りました。「ネ申様がアタ語で語り始め
られた。私達は、この日を喜ぼう。」橋
本一雄宣教師も、「このアタ語の働き
はいつかきっときれいな花が咲くc」
と、千代子宣教師によく話していたそ

うです。

2011年には、アタ語の新約聖書
(創 世記 ヨナ書付 )の献呈式を予定
しています。今まで、日本の各地から

祈ってくださった皆様と共にこの喜び
を分かち合えることを感謝していま
す。海の向こうから、尊いお祈りと献
金を続けてくださり本当にありがとうご

ざいました。久米のぞみ宣教師と橋本千代子宣教師 印刷され、パプアニューギニァに到着


